

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成立年月 Ｍ＆Ａ会社 被Ｍ＆Ａ会社 Ｍ＆Ａ形態
1992年６月 東 邦 薬 品 モ リ ク ボ 吸収合併
1994年１月 ス ズ ケ ン 加 藤 薬 品 吸収合併
1994年１月 ス ズ ケ ン 神 弘 薬 品 吸収合併
1994年４月 サ ン エ ス 和 光 薬 品 吸収合併
1994年４月 日 本 商 事 山 尾 薬 品 対等合併
1994年10月 三 星 堂 中 栄 草 栄 堂 吸収合併
1995年７月 中 北 薬 品 丸 一 薬 品 吸収合併
1995年10月 クラヤ薬品 ホ ウ ヤ ク 対等合併
1996年３月 ス ズ ケ ン 熊 谷 薬 品 買収
1996年４月 東 邦 薬 品 エ ー メ イ 吸収合併
1996年４月 ユ ニ ッ ク 藤 沢 薬 品 吸収合併
1996年10月 ス ズ ケ ン ドーエーメディックス 吸収合併
1997年10月 クラヤ薬品 カ ワ イ 吸収合併
1997年10月 オーク薬品 林 薬 品 対等合併




















































































































































































































































?Wick,K.E.,“The Social Psychology of Organizing”,Addison-Wesley,1969.
?野中郁次郎『企業進化論』日本経済新聞社，1985年。
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地域企業の進化の分析（河西邦人・秋山孝二)
製造と事業分野を拡張し，戦後，株式会社化した。事業分野の拡張により秋山愛生舘のDNA
を変容させ，法人化は組織の形態を変容させ，進化を遂げた。そして事業分野を医薬品卸売
へ集中し，国民皆保険の導入を契機として急激な成長を遂げた。こうした企業の成長は営業
地域や社員の拡大に伴って組織の形態を変容させ，DNAも少しずつ革新していった。1980年
代までの秋山愛生舘は，北海道内医薬品卸売市場の成長に乗って進化を遂げた。1990年代に
入って大きな原動力になった市場は逆風に転じ，秋山愛生舘は医薬品卸売業界の環境悪化の
中で，80年代までの成長企業としての輝きを見せてはいなかった。秋山愛生舘は市場の追い
風がない状況で，株式の上場をすることで，秋山オーナー家との関係を明確に分離し，社会
の公器としての企業へ進化した。その過程で秋山愛生舘が持っていた社会貢献機能を財団法
人秋山記念生命科学振興財団へ移し，組織の変容が生じた。この財団法人と秋山愛生舘は同
じDNAを継承し，独自の進化の道を歩むことになった。秋山愛生舘は上場したことで次の進
化，すなわちスズケンとの合併の道を拓く事になった。
スズケンとの合併は秋山愛生舘の名称が消えるので，進化とは言えないという指摘がある
かも知れない。しかしながら生態系と同様に，環境に適応した企業の進化の形態は多種多様
であり，経営統合により秋山愛生舘が継承してきた経営理念は，合併後の新生スズケンに引
き継がれて，今もその経営の中で生き続けている。合併により名称や形は変わっても，企業
の経営理念が新生企業の中で生き続けて，新生企業が発展していることも，進化の明確な証
明ではないか。この合併で秋山孝二社長は，DNAの継承の最も重要な価値として，「理念の
継承」を強調していた。愛生舘の名称を新生スズケンの北海道の営業部につけたのは，「秋山
愛生舘100年の歴史」の継承であり，合併契約書の趣旨に謳っている理念は，本来の東京神
田・岩本町の「愛生舘の理念」の継承であった。
秋山孝二社長が「合併の趣旨」に書き留めたように，合併において基盤としての共有する
理念は最も重要である。使命，ビジョン，価値，責任に関して，大きく認識の異なった企業
同士が統合するのには無理がある。それでは全く同じ体質の企業でなければ合併は困難かと
いえば，それも事実ではないだろう。新しい価値創造には大きなエネルギーが必要であり，
その源は，異なったもののぶつかり合いと，多様性を認め育む組織文化であると思う。互い
の優れている資質の尊重を抜きには，合併後の成果は手応えとして感じられなくなる。合併
の成否は，日本の場合必ずしも明確な評価基準がある訳ではないが，少なくとも社長の口か
ら語られる自己満足的評価ではなく，新しい合併企業の職場で働く人々，お得意先，仕入先，
株主にとっての価値の向上でなければ意味がない。秋山愛生舘とスズケンの合併は，株式の
時価総額という経済的側面からだけでなく，スズケンで働く秋山愛生舘出身の社員，お得意
先，仕入先，株主の満足度が高いことからも，秋山愛生舘の進化として十分評価し得ると考
える。
― ―45
札幌学院商経論集 第22巻第4号（通巻107号)
これまで日本では数多くの合併があったが，その殆どは目的が不明確で，どういった新し
い価値を創造したいのか，という最高経営責任者のメッセージが伝わって来ない場合が多かっ
た。それどころか，本当は救済合併にもかかわらず対等と偽ったり，合併後に次々と負の資
産が顕在化する隠蔽体質等の目に余る現実もある。合併後の新しい会社の理念が漂流して，
ただ専ら企業の名称や役員構成にのみ主導権の拠り所を求める愚行は，DNAの継承の形骸化
した姿を象徴している。「創業者の理念の継承」を「創業者の偶像化」と誤解したり，「創業
の理念の継承」を「企業名の継承」としか認識出来ないのは，当該経営者の当事者能力と責
任の欠如であり，見識と志の低さの証明とも言えるのではないだろうか。
（かわにし くにひと 経営学専攻)
（あきやま こうじ 教育学専攻)
（2006年１月10日受理)
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